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各種講座の開催などさまざまな事業を実施している公民館

田無駅南口

質
問　
国
民
健
康
保
険
の
都
道

府
県
化
に
よ
り
、
試
算
で
は
本

市
の
国
保
料
は
幾
ら
に
な
る
の

か
。
ま
た
、
法
定
外
繰
入
金
に

つ
い
て
の
今
後
の
対
策
は
。

答
弁　
市
民
１
人
当
た
り
15
万

５
千
449
円
、
平
成
28
年
度
と
比

較
し
て
44
・
７
％
増
。
平
成
30

年
度
の
法
定
外
繰
り
入
れ
は
、

国
の
要
請
を
勘
案
し
て
適
切
に

算
定
す
る
。
平
成
31
年
度
以
降

は
国
か
ら
の
赤
字（
法
定
外
繰

入
金
）解
消
・
削
減
計
画
策
定

に
向
け
た
通
知
を
踏
ま
え
、
適

切
に
対
応
す
る
。

意
見　
平
成
30
年
度
は
市
独
自

の
繰
り
入
れ
対
応
は
す
る
が
、

平
成
31
年
度
以
降
は
繰
入
金
を

解
消
・
削
減
す
る
と
理
解
す
る
。

都
国
保
運
協
に
示
さ
れ
た
資
料

で
は
、
本
市
の
低
所
得
者
層
は

1.5
倍
〜
1.6
倍
の
値
上
げ
に
な
る
。

法
定
外
繰
り
入
れ
は
継
続
す
べ

き
だ
。
保
険
料
を
決
定
す
る
の

は
市
だ
。
国
保
料
算
定
は
市
民

の
生
活
実
態
を
踏
ま
え
て
行
え
。

質
問　
平
成
30
年
度
予
算
編
成

に
当
た
っ
て
、
一
般
財
源
の
負

担
軽
減
を
進
め
る
こ
と
で
緊
縮

財
政
を
求
め
て
い
る
が
、
市
民

生
活
へ
の
影
響
は
。

答
弁　
行
革
の
着
実
な
推
進
、

事
務
事
業
評
価
結
果
の
予
算
反

映
等
で
財
源
を
確
保
し
、
多
様

な
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
。

意
見　
平
成
30
年
度
は
国
保
料
、

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
保

険
料
な
ど
が
値
上
が
り
と
な
る
。

市
民
の
暮
ら
し
最
優
先
を
前
面

に
出
し
た
予
算
編
成
を
進
め
よ
。

若
者
支
援
に
つ
い
て

質
問　
若
者
の
就
労
支
援
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
取
り
組
み
と

各
部
署
や
関
係
機
関
と
の
相
談

体
制
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
か
伺
う
。

答
弁　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
専
任

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携
を

図
り
、
相
談
者
と
目
標
を
設
定

し
て
、
同
意
の
上
で
支
援
計
画

を
立
て
支
援
を
行
う
。

意
見　
専
門
的
な
支
援
が
必
要

で
あ
る
。
庁
内
部
署
と
の
連
携

に
し
っ
か
り
取
り
組
み
、
青
年

対
策
の
専
門
部
署
の
設
置
を
強

く
求
め
る
。

質
問　
奨
学
金
に
つ
い
て
、
国

は
平
成
29
年
度
か
ら
給
付
型
を

始
め
た
。
先
進
自
治
体
で
も
独

自
の
制
度
が
広
が
っ
て
い
る
。

本
市
で
は
休
止
状
態
だ
が
、
導

入
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁　
平
成
29
年
度
か
ら
国
が

給
付
型
奨
学
金
を
実
施
し
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
現
時
点
で
導
入

の
検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。
今

後
は
、
国
や
都
の
支
援
制
度
の

状
況
を
踏
ま
え
、
奨
学
金
制
度

や
基
金
に
つ
い
て
奨
学
生
選
考

委
員
会
の
中
で
協
議
が
必
要
と

考
え
る
。

意
見　
国
は
平
成
30
年
４
月
か

ら
大
学
等
の
新
入
生
に
給
付
型

奨
学
金
を
本
格
実
施
す
る
予
定

だ
が
、
対
象
が
２
万
人
と
小
規

模
で
制
限
も
多
い
。
国
や
先
進

自
治
体
の
動
向
を
注
視
す
る
だ

け
で
は
不
十
分
だ
。
本
市
で
も

復
活
さ
せ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

小
学
校
飼
育
動
物
に
つ
い
て

質
問　
動
物
を
飼
育
す
る
経
験

は
、
子
ど
も
た
ち
の
情
操
を
高

め
、
将
来
の
人
間
性
の
完
成
に

よ
い
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
見
解
と
今
後

の
取
り
組
み
を
問
う
。

教
育
長　
今
後
も
引
き
続
き
、

飼
育
活
動
及
び
命
を
大
切
に
す

る
教
育
の
充
実
を
図
り
、
市
内

小
学
校
に
お
け
る
生
命
尊
重
教

育
の
一
層
の
充
実
に
努
め
、
豊

か
な
心
の
育
成
を
推
進
す
る
。

そ
の
他
質
問
等

◇
は
な
バ
ス
停
留
所
の
夜
間
照

明
設
置
を
検
討
せ
よ
。

◇
７
桁
の
郵
便
番
号
を
も
っ
と

活
用
し
て
、
日
常
の
住
所
記
載

欄
を
簡
素
化
で
き
な
い
か
。

◇
市
民
会
館
の
今
後
の
あ
り
方

の
検
討
は
、
よ
り
多
く
の
利
用

者
の
意
見
を
集
め
、
時
間
を
か

け
て
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

◇
保
育
園
等
入
園
者
と
家
庭
内

で
保
育
し
て
い
る
お
子
さ
ん
の

税
金
充
当
額
の
格
差
に
つ
い
て
、

今
後
議
論
を
進
め
よ
。

◇
（
仮
称
）
子
ど
も
条
例
制
定

に
は
、
子
ど
も
の
意
見
聴
取
も

大
切
だ
が
、
大
人
の
理
解
を
得

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

◇
平
成
30
年
度
か
ら
田
無
駅
南

口
の
駅
前
開
発
が
始
ま
る
。「
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
駅
前
広
場
」
を

目
指
し
て
整
備
し
て
ほ
し
い
。

◇
市
内
中
学
生
が
公
平
な
環
境

で
教
育
を
受
け
る
た
め
に
も
、

隣
接
校
の
学
区
域
を
見
直
し
、

生
徒
数
の
均
整
化
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
。

質
問　
学
童
ク
ラ
ブ
の
定
員
超

過
で
け
ん
か
や
ト
ラ
ブ
ル
、
け

が
が
心
配
さ
れ
る
。
増
設
の
検

討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。
指
導

員
の
役
割
は
重
要
だ
が
、
今
後
、

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
施

行
に
よ
り
、
雇
い
ど
め
や
処
遇

後
退
が
心
配
さ
れ
る
。
見
解
は
。

答
弁　
増
設
に
つ
い
て
は
田
無

第
三
学
童
ク
ラ
ブ
開
設
や（
仮
）

第
10
中
内
に
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

を
予
定
。
育
成
支
援
の
重
要
な

役
割
を
果
た
す
指
導
員
の
処
遇

改
善
に
つ
い
て
は
国
の
動
向
を

踏
ま
え
職
員
団
体
と
協
議
す
る
。

意
見　
施
設
の
計
画
的
な
増
設

が
必
要
。
経
験
の
あ
る
指
導
員

が
長
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
正

規
職
員
と
し
て
の
位
置
づ
け
も

検
討
し
、
指
導
員
と
十
分
協
議

し
て
進
め
る
よ
う
求
め
る
。

質
問　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
が
一
番

困
る
の
は
病
院
や
役
所
の
窓
口

だ
。
安
心
し
て
窓
口
に
来
て
も

ら
う
た
め
に
は
目
に
見
え
る
形

で
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、

市
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
性
別
の
記
載
欄
を
自
由

記
載
に
し
た
り
、
新
入
職
員
に

向
け
た
研
修
の
実
施
を
予
定
。

意
見　
研
修
し
た
職
員
に
は
バ

ッ
ジ
を
つ
け
る
な
ど
目
に
見
え

る
形
に
す
る
こ
と
が
大
事
だ
。

そ
の
他
質
問
等

◇
障
が
い
者
差
別
解
消
法
の
啓

発
と
作
業
品
の
販
売
促
進
を

◇
会
計
年
度
任
用
職
員
は
同
一

労
働
同
一
賃
金
の
立
場
で

◇
女
性
支
援
を
圏
域
連
携
で

◇
入
学
準
備
金
支
給
を
早
期
に

特
養
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

質
問　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
待
機
者
は
、
10
月
現
在
で
１

千
205
人
に
上
る
。
市
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
で
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
を
増
や

す
こ
と
を
求
め
る
と
い
う
答
え

が
、
46
・
８
％
と
最
も
多
い
。

介
護
離
職
等
が

起
こ
り
か
ね
な

い
。
新
規
増
設

が
必
要
だ
。
第

７
期
事
業
計
画

で
の
検
討
状
況

は
。

答
弁　
居
宅
サ

ー
ビ
ス
や
施
設

整
備
の
状
況
等

を
踏
ま
え
、
施

設
整
備
の
見
込

み
を
行
う
。

地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム

質
問　
地
域
包

質
問　
鉄
道
の
立
体
交
差
事
業

の
推
進
を
図
る
た
め
、
東
伏
見

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
の

策
定
に
取
り
組
む
と
示
さ
れ
て

か
ら
１
年
９
カ
月
が
経
過
し
た
。

事
業
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
予

定
に
つ
い
て
示
せ
。

答
弁　
事
業
主
体
の
東
京
都
が
、

構
造
形
式
や
施
行
方
法
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。
市
の
事
業
費

負
担
は
１
㎞
当
た
り
数
十
億
円

規
模
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
平

成
29
年
度
中
に
連
続
立
体
交
差

事
業
を
見
据
え
た
東
伏
見
駅
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
を
策
定

す
る
予
定
で
あ
る
。

質
問　

保
育
従
事
職
員
宿
舎
借

り
上
げ
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

定
例
会
ご
と
に
東
京
都
基
準
に

補
助
制
度
を
正
す
よ
う
提
言
し

て
き
た
。
近
隣
自
治
体
と
本
市

の
利
用
実
績
に
つ
い
て
示
せ
。

答
弁　
本
市
で
は
、
４
月
時
点

で
17
件
で
あ
っ
た
が
、
10
月
時

点
で
14
件
。
近
隣
市
の
10
月
時

点
の
補
助
制
度
利
用
状
況
は
、

三
鷹
市
102
件
、
小
金
井
市
84
件
、

武
蔵
野
市
68
件
で
あ
る
。

意
見　
市
は
東
京
都
制
度
に
対

し
独
自
の
制
限
を
し
て
い
る
た

め
、
利
用
し
に
く
い
こ
と
が
実

績
数
字
で
表
れ
て
い
る
。
東
京

都
基
準
に
補
助
制
度
を
正
せ
。

質
問　
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
と
し

て
、
明
保
中
学
校
で
は
除
去
工

事
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

今
後
も
学
校
施
設
で
は
計
画
的

に
除
去
工
事
を
行
う
の
か
。

答
弁　
総
合
的
に
検
討
し
、
安

全
な
環
境
維
持
管
理
に
努
め
る
。

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
医
療
と

介
護
の
公
的
責
任
を
後
退
さ
せ
、

丸
ご
と
地
域
に
押
し
つ
け
よ
う

と
す
る
国
の
狙
い
が
あ
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
こ
と
を
見
据
え
な

が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
だ
。

答
弁　
在
宅
療
養
・
認
知
症
施

策
の
推
進
、
介
護
予
防
健
康
づ

く
り
を
３
本
の
柱
と
し
て
土
台

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

公
民
館
に
つ
い
て

質
問　
公
民
館
運
営
審
議
会
の

答
申
に
よ
る
と
、
主
催
事
業
は
、

公
民
館
施
設
・
空
間
に
と
ど
ま

ら
ず
、
住
民
主
体
の
地
域
づ
く

り
を
行
う
こ
と
、
市
民
企
画
事

業
は
、
金
銭
支
援
に
か
か
わ
ら

ず
、
場
所
や
情
報
提
供
の
支
援

を
行
う
と
し
て
い
る
。
今
後
の

取
り
組
み
は
。

答
弁　
答
申
を
踏
ま
え
、
市
民

の
交
流
を
図
る
こ
と
で
学
習
を

深
め
、
学
習
活
動
か
ら
自
己
啓

発
に
つ
な
げ
て
い
く
。

＊

一般質問（3）

藤
岡
　
智
明
（
共
産
）

若
者
支
援
の
拡
充
と
専
門
部
署
の

設
立
を
！
奨
学
金
制
度
を
復
活
さ
せ
よ

国
保
料
の
大
幅
引
き
上
げ
は
や
め
よ
！

繰
入
金
の
継
続
で
保
険
料
軽
減
を
図
れ

森
住
　
孝
明
（
共
産
）

施
設
増
設
と
指
導
員
の
処
遇
改
善
で

安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
学
童
保
育
に
！

大
竹
　
あ
つ
子
（
共
産
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
は

待
っ
た
な
し
。
新
規
増
設
を
！

保
谷
　
清
子
（
共
産
）

鉄
道
連
続
立
体
交
差
事
業
に
つ
い
て

東
伏
見
駅
周
辺
地
区
の
状
況
を
問
う

二
木
　
孝
之
（
民
進
）

小
学
校
の
飼
育
動
物
教
育
を
推
進
し

優
し
さ
と
生
命
尊
重
の
心
を
育
成
！森

　
信
一
（
民
進
）

平成30年2月15日　 発行 第77号 （4）

西東京市


